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研究成果の概要（和文）：回復期リハビリテーション病棟の脳卒中患者における日常生活活動（更衣、トイレ、
歩行、入浴）、セルフケア全体、上肢機能と関連する心身機能とその水準（カットオフ値など）を明らかにし
た。また日常生活活動の自立の確率を大幅に高める心身機能の水準の組み合わせも明らかにした。これらの知見
はリハビリテーションにおける予後予測と効果的な介入を行うための客観的指標となり、脳卒中患者のリハビリ
テーションの標準化を進めるための基礎資料になると考えられる。

研究成果の概要（英文）：We identified physical and cognitive functions and their levels (e.g., 
cutoff values) associated with activities of daily living (dressing, toileting, walking, and 
bathing), self-care, and upper limb function in stroke patients. The effects of interaction among 
physical and cognitive functions on activities of daily living were also identified. These findings 
will serve as objective indices for prognosis prediction and effective intervention in 
rehabilitation, and will provide basic data for standardized rehabilitation for stroke patients.

研究分野：リハビリテーション

キーワード： リハビリテーション　脳卒中　日常生活活動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
脳卒中患者の日常生活活動の自立度向上を目的とした機能回復練習は、リハビリテーション技師一人ひとりの臨
床経験に基づく判断で行われており、内容の均質性に課題があった。各日常生活活動に必要な心身機能の水準を
明らかにした本研究知見は、リハビリテーション技師間の介入方針の標準化を可能とし、過不足のないリハの実
施に役立つと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
脳卒中は患者に深刻な日常生活活動能力の低下を引き起こす主要な疾患の一つである。脳卒
中は病巣と反対側の上下肢の運動障害だけでなく、病巣と同側肢の筋力低下や巧緻性障害、半側
空間無視や認知機能障害など種々の機能障害を引き起こすものであり、これらの後遺症により
多くの患者の生活の自立が妨げられる。 
日常生活活動の自立度向上を目的としたリハビリテーションでは、動作の反復練習とともに、
心身機能を改善させる機能回復練習が並行して実施されることが多い。しかし、トイレ、更衣、
歩行などの各日常生活活動を向上させるためにどの心身機能に介入し、どの程度改善するまで
実施するかは、各療法士の臨床経験に基づく判断で行われており、療法士間で介入方針が大きく
異なるのが現状である。 
本研究では、脳卒中患者の日常生活活動の自立に必要となる心身機能とその水準、およびそれ
らの組み合わせを分析することで、療法士間の介入方針の標準化と過不足のないリハビリテー
ションの実施に役立つ客観的指標を作成する。同指標は脳卒中患者の効率的な日常生活活動自
立度向上、早期退院および医療費削減に寄与できる可能性がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は決定木分析を用いて、患者一人ひとりに最適な介入すべき機能と目標値を導き出せ
る客観的指標を開発することである。決定木を活用することで、心身機能同士の交互作用や非線
形構造を捉えながら、自立と関連する段階的なカットオフ値を算出することが可能となる。 
 
３．研究の方法 
 研究デザインは後方視的観察研究とし、回復期リハビリテーション病棟の初発脳卒中患者（脳
出血、脳梗塞）の診療録情報を収集して分析を行った。日常生活活動自立度の指標には Barthel 
indexとFunctional independence measure、心身機能の指標にはStroke impairment assessment 
set（SIAS）、Berg balance scale、筋力、簡易上肢機能検査、改訂長谷川式知能評価スケールな
どを用いた。日常生活活動の自立を従属変数、心身機能を独立変数とした決定木分析
（Classification and Regression Trees）や受信者動作特性分析を行った。 
 
４．研究成果 
１）セルフケア全般について 
 回復期リハビリテーション病棟入院中における基本的なセルフケア（食事、整容、トイレ、更
衣）の自立の可否と心身機能の関係性を分析した結果、Berg balance scale（バランスの検査）
が 41 点以上であるか、麻痺側の簡易上肢機能検査（手の機能の検査）が 80点であるとセルフケ
アの自立している者の割合が高い（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 セルフケア自立可否と関連する心身機能 
 
 
２）麻痺側上肢機能改善の関連要因について 
 上記１）からセルフケア自立と麻痺側上肢機能の関連性が示唆されたことから、麻痺側上肢機
能の改善と関連する要因を補足的に調べた。その結果、回復期リハビリテーション病棟入院時の
腹筋力が上肢機能の改善と関連することが示唆された。加えて、感覚機能と年齢の間には上肢機
能の改善に対する交互作用があり、感覚障害がなく、かつ 75 歳未満の患者では上肢機能の改善
が大きい傾向があることが示唆された。 
 
３）歩行について 
 脳卒中発症後 2 か月時点の歩行の自立可否と心身機能の関係性を分析した結果、麻痺側膝伸
展筋力が 0.69 Nm/kg を超え、かつ SIAS の位置覚項目が 3点（正常）である場合、または SIAS
の位置覚項目が 2点以下であっても麻痺側膝伸展筋力が 1.01 Nm/kg を超える場合では、歩行の



自立している者の割合が高い（図 2）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 歩行の自立可否と関連する心身機能 
 
４）トイレについて 
回復期リハビリテーション病棟退院時のトイレの自立可否と入院時の心身機能の関係性を分
析した結果、SIAS 垂直性項目が 3 点（正常）、改訂長谷川式知能評価スケールが 19 点である場
合、または SIAS 垂直性項目が 2 点以下であっても入院時年齢が 69 歳以下の場合では、退院時
にトイレが自立している者の割合が高い（図 3）。 

図 3 トイレの自立可否と関連する心身機能 
 
５）各日常生活活動の自立に必要となるバランス機能の水準の経時的変化について 
 バランス機能は日常生活活動の自立と深く関わる。脳卒中発症後 1か月、2か月、3か月のそ
れぞれの時点において、回復期リハビリテーション病棟内での各日常生活活動の自立に必要と
なる Berg balance scale の水準を分析した。結果、トイレ、更衣、階段移動など一部の日常生
活活動において自立に必要となるバランス機能の水準は、発症後 1か月、2か月、3か月と時間
が経過すると徐々に低下する（低いバランス機能で自立できる）傾向があることが示唆された
（表）。 
 
表 脳卒中発症後期間別の各日常生活活動自立と関連する Berg balance scale カットオフ値 
 脳卒中発症後 

1 か月 2 か月 3 か月 
トイレ 43 点 42 点 39 点 
更衣 44 点 41 点 41 点 
整容 － 40 点 40 点 
階段昇降 － 53 点 49 点 
 
 
上記１）～５）の知見は、脳卒中患者に対して各日常生活活動の自立度向上を目的としたリハ
ビリテーションを行う際に、介入ポイントと目標となる機能水準を示した一つの指標となり、脳
卒中患者のリハビリテーションの標準化を進めるための基礎資料になると考えられる。 
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